
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「議員を減らして税金節約」では県民の声は届きづらくなります。 

物価高騰とコロナ禍に苦しむ国民生活をよそに、大軍拡と大増税

に突き進む岸田政権。日本共産党は戦前、迫害を受けても命がけで

戦争に反対し不屈にたたかい、「戦争放棄」を憲法に実らせました。 

苦しくても力を合わせれば政治を動かしよりよい社会をつくれま

す。県民の声、キャッチアップで走る県議！みわ由美、頑張ります！ 

父が結核に倒れ、貧しさのなか大家さんの

家賃とりたてが怖かった子ども時代・・・「戦

争と貧乏をなくすのが共産党の仕事だよ」と

いう父の言葉を原点に育ちました。 

ベトナム戦争に胸を痛め、社会変革の道

を志し 19 歳で日本共産党に入党。99 年の

県議当選以来、県民の苦しみ・願いに寄り添

い県内を走っています。 高校生、剣道部のみわ県議 

「お父さんから暴力をうけています。先生どうにかできませんか」と

訴えた小４女児が虐待死。 

「二度と繰り返すな」と市民と議会内外で運動、とうとう松戸に県立

児童相談所を新設する予算がつきました。 

市議会からの二度の意見書や県議会での１０年越しの質問も力

に、一歩も引かず「命と尊厳守れ！」と声を届け続けました。 

「生理用品が買えず靴下で代用」「外出し

ない」などアンケートの結果は衝撃的でした。  

厚い壁を破ろうと、まず市内の県西部防

災センターの防災備蓄倉庫を市民とチェッ

ク。「ほら、使える」と県に認めさせたことが始

まりです。 

県にしっかり予算化させ、全公共施設で実

施させます。ジェンダー平等は世界の流れで

す。 
「ほら、使える！」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コロナ禍で命を守った砦（とりで）の公立病院。国の公立

病院削減と一体の市立東松戸病院・梨香苑廃止は許せませ

ん。最後まで病院存続を求め 

るとともに、勝手な土地売却 

を許さず、回復期・慢性期病 

床の確保、バス路線の存続や 

避難場所の整備など、地域の 

皆さんと力を合わせます。 「存続させる会」の皆さんとともに 

 

岸田政権の暴走に県議会はダンマリ。自民・公明に立憲千

葉民主の会まで一体の「オール与党」議会です。 

 2022年12月議会　主な意見書・請願への

各党の賛否（○／×）

「反撃能力保有」など大軍拡方針の撤回を

求める意見書

物価高騰から生活を守るため、消費税引き

下げと賃上げを求める意見書

学校での教員不足を解消するために正規

教員を増やす請願
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選挙協力、秘書の派遣から９条改憲の政策協定まで、統

一協会と底なし沼の自公政治。松戸でも「維新の会」公認、

松戸たかまさ県議と統一協会の接点が報じられるなど、

さらなる闇の解明が必要です。 

みわ由美事務所 金ケ作 24-1 第 5 泉ビル 201 ☎（711）7282 1955 年 京都市生まれ 立命館大卒 
現在 県議 5 期 健康福祉常任委員 

◕プロフィール 

千葉県議会では県民人口あたりの議員数は少なく、 
全国で下から６番目。はたらく議員をもっと議会へ！ 



 

 みわ由美県議とは教員時代から県教育委員会への要請や交渉に

ともに行動し、市議としての 8 年間はさまざまな地域要求・教育要

求、児童相談所設置などでタッグを組んで実現してきました。 

みわ県議の存在は本当に頼もしく、この松戸に無くてはならない

政治家です。私も心から推薦します。 

みわ県議と力合わせて頑張ります 

学校へのエアコン設置は２０１４年市議選の重要公約の一つで

した。市議会では毎年の請願採択に向け奮闘し、２０１６年に全小

中学校の普通教室等にエアコンが設置されました。 

その後もみわ県議と共に県立 

六実高校を訪問するなど運動を 

広げ、２０１９年までに全ての県 

立高校と養護学校にエアコンを 

設置させました。 

２００４年１０月の台風により、春

木川周辺は大きな浸水被害。「春木

川の水害をなくす会」や関係する６

町会・住民の皆さんと運動を続け、

２０１８年度中に春木川の改修工事

が完成しました。八柱霊園内の貯留

池整備と併せて大きな成果でした。 

歩行者用の青信号の時間が短く（渋滞時は更に短くなる）「半

分も渡れない」との声が寄せられました。 

住民の皆さんと警察署に要望、時間延長を実現させました。 

また、必要な人にはさらに延長 

できる「思いやりボックス」も設置 

されました。信号機や警察関係は 

県の管轄です。みわ県議の存在が 

大きな力になりました。 

千葉県の教員不足は日本一、そ

の中でも松戸市は一番深刻です。

（2023 年 2 月で 6３人不足） 

みわ由美県議は解決に向けた提

言を発表し、議会質問と併せ、２０

２３年度は１３６人の新採用増を実

現しました。これからも教員不足の

解消と老朽化したボロボロ校舎の

改修に全力で頑張ります。 

県道２８１号線は片側一車線の車道で、特に五香から六実に

かけての歩道は狭く段差もあり、ガードレールのついている部

分では、一人が通るのがやっとという所がかなりあります。 

要望も多く、みわ由美県議は、市議や住民の皆さんと何度も

現地調査し、東葛土木事務所に要請行動を続けました。少しず

つ改善されていますが、通学路の改善含め、これからも住民や

子ども達の安全目指して取り組みます。 

六実や松飛台・五香西地域など交通不便地域がたくさんあり

ます。六実方面からは市立病院に行くのにバス・電車・バスと乗

り継ぎが必要で、「乗り継ぎの待ち時間も入れるととても大変」

と乳幼児を抱えるお母さんや高 

齢者の方から多くの声が寄せら 

れています。 

コミュニティバスの運行を拡大 

し、必要な地域に走らせます。 

         【県議会報告】2023 年 3 月号 
         発行：日本共産党松戸･鎌ケ谷地区委員会 

〒270-2252 松戸市千駄堀 1810-2 ☎ 047(349)1544 
※日本共産党の活動と見解をご紹介します。 

クリーンセンター稼働停止とともに、老人福祉センターのお風

呂が使えなくなる、「何とか存続を」と求める高齢者・利用者の皆

さんと共に市へ要請。市議会での取り組みと併せ、ボイラーの設

置で引き続きお風呂が利用できるようになりました。利用者と

の懇談や対市交渉にはみわ県議が同席しました。 




